
学校番号 119 

令和３年度 理科 

 

教科 理科 科目 化学 単位数 ３単位 年次 ２年次 

使用教科書 「改訂 新編化学」 （東京書籍） 

副教材等 
ニューグローバル化学基礎＋化学（東京書籍）、 

ニューステージ化学図表（浜島書店） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業はプリントで進めますので，授業には教科書と配布されたプリントを持ってきてください。 

・問題集については，定期考査前に範囲を示しますので，各自で演習を行ってください。 

・定期考査は，プリントの内容からほぼ出題しますので，きちんとプリントを仕上げてください。 

・定期考査ごとにプリントを集め評価の対象とします。 

・日常生活の中で起こる様々な自然現象に興味をもち，そのしくみについて考える態度をもつこと。 

 

２ 学習の到達目標 

化学的な事物・現象に対する探究心を高め，目的意識をもって観察，実験などを行い，化学的に探

究する能力と態度を育てるとともに，化学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め，科学的な自

然観を育成する。 

・物質とその変化について，化学的な解釈や説明ができることを通して，興味・関心を探究心にま

で高め，知的好奇心をもって問題を見いだし，主体的に解決しようとする意欲を高める。 

・生徒自身が課題を見つけ，主体的・意欲的に観察，実験などに取り組む。 

・探究の過程をたどらせることによって，科学の方法を習得させ，化学的に探究する能力や態度を

育てる。 

・化学的な事物・現象に関する基礎的な知識および基本的な概念や原理・法則を，深く系統的に理

解させる。 

・物質やその変化に関する原理・法則を系統的に理解し，正しい物質感を身に付けさせ，他の科目

とも関連させて，自然界の事物・現象を分析的，総合的に考察する能力を育成する。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

日常生活や社会との

関連を図りながら、物

質とその変化につい

て関心をもち，意欲的

に探究しようとする

とともに，科学的な見

方や考え方を身に付

けている。 

物質とその変化に関

する事物・現象の中に

問題を見いだし，探究

する過程を通して，事

象を科学的に考察し，

導き出した考えを的

確に表現している。 

物質とその変化に関

する観察，実験など

を行い，基本操作を

習得するとともに，

それらの過程や結果

を的確に記録，整理

し，自然の事物・現

象を科学的に探究す

る技能を身に付けて

いる。 

物質とその変化につ

いて，基本的な概念

や原理・法則を理解

し，知識を身に付け

ている。 

評
価
方
法 

授業に対する姿勢 

授業プリント 

確認テスト 

授業での発問 

確認テスト 

定期考査 

実験器具の取り扱い 

実験レポート 

授業プリント 

実験レポート 

定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

物
質
の
変
化 

・酸化と還元  ○  ○ a: 燃焼，金属の溶解や腐食な

どの反応を電子の授受という

観点から探究しようとする。 

b: 観察，実験を通して，酸化・

還元の定義と，酸化数の定義の

有効性を理解する。 

c: 演示実験等の過程から，自

らの考えを導き出すことがで

きる。 

d: 酸化剤・還元剤の観察から

電子の授受としての規則性を

見出し，自らの考えで表現でき

る。 

・授業に対

する姿勢 

 

・授業での発

問 

 

・実験器具 

の取り扱

い 

 

・実習レポー

ト 

 

・実験レポー

ト 

 

・確認テスト 

 

・授業ノート 

 

・定期考査 

電
池
と
電
気
分
解 

・電池  ○ ○  a: 身近にある電池の構造や反

応のしくみに興味を示す。 

b: 二次電池の放電と充電につ

いて理解している。 

c: 電池や電気分解の実験を行

い，結果から自らの考えを導き

出すことができる。 

d: ダニエル電池，鉛蓄電池，

燃料電池について，しくみと反

応を理解している。 

・電気分解   ○ ○ a: 電気分解の利用例について

興味をもつ。 

b: 水溶液を電気分解したとき

に起こる反応を，電解質と電極

から判断できる。 

c: 実験から，流れた電気量と

生成する物質の量が比例関係

にあることを確認できる。 

d: ファラデーの法則を理解

し，電気分解に関する問題が解

ける。 



無
機
物
質 

・非金属元素 ○   ○ a: 周期律を確認し，周期表を

発表したメンデレーエフにつ

いて興味をいだく。 

b: ハーバー・ボッシュ法や

オストワルト法の原理を理

解し，量的関係を考えるこ

とができる。 

c: 硫酸，硫化水素，二酸化硫

黄などの性質を実験により確

認することができる。 

d: ハロゲン元素の単体やその

化合物の性質を理解している。 

・授業に対

する姿勢 

 

・授業での発

問 

 

・実験器具 

の取り扱

い 

 

・実習レポー

ト 

 

・実験レポー

ト 

 

・確認テスト 

 

・授業ノート 

 

・定期考査 

２
学
期 

・金属元素(Ⅰ) ○  ○  a: 工業的製法について、その

しくみと効率的な運用方法に

興味をもっている。 

b: 亜鉛やアルミニウムなど

は，両性元素としての性質があ

ることを理解している。 

c: 炎色反応や沈殿反応を利用

することによって金属を推定

できることを示すことができ

る。 

d: 金属元素の単体やその化合

物の性質を理解している。 

有
機
化
合
物 

・有機化合物の分類と分析  ○   a: 有機化合物について観察・

実験を行うとともに，それらを

日常生活に関連付けて探究し

ようとする。 

b: 炭化水素や，官能基をもつ

有機化合物の性質や反応性が，

その構造に特徴づけられるこ

とを見出す。 

c: 有機化合物に関する観察・

実験の基本操作や記録の仕方

を習得するとともに，適切な実

験器具の選定や実験操作が身

に付いている。 

d: 代表的な官能基の性質に対

する知識を身に付けている。 



３
学
期 

・脂肪族炭化水素  ○  ○ a: 炭化水素の性質や反応に関

する事物・現象に関心をもち，

その構造や性質，反応性につい

て意欲的に探究しようとする。 

b: 構造式からその性質や反応

性を考察，判断できる。 

c: 有機化合物に関する観察・

実験の基本操作や記録の仕方

を習得するとともに，適切な実

験器具の選定や実験操作が身

に付いている。 

d: 有機化合物の性質や反応性

について，日常生活に関連付け

て理解している。 

・授業に対

する姿勢 

 

・授業での発

問 

 

・実験器具 

の取り扱

い 

 

・実習レポー

ト 

 

・実験レポー

ト 

 

・確認テスト 

 

・授業ノート 

 

・定期考査 

・アルコールと関連化合物  ○  ○ a: 官能基をもつ有機化合物の

性質や反応に関する事物・現象

に関心をもち，その構造や性

質，反応性について意欲的に探

究しようとする。 

b: 酸素を含むものとしてアル

コールの誘導体を中心に，反応

性と，有機化合物相互の関連に

ついて，観察・実験を通して考

察する。 

c: 有機化合物に関する観察・

実験の基本操作や記録の仕方

を習得するとともに，適切な実

験器具の選定や実験操作が身

に付いている。 

d: 有機化合物の性質が官能基

によって特徴づけられること

をアルコールの誘導体を通し

て理解し，さらに，有機化合物

相互の関連性について理解し

ている。 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

    c:観察・実験の技能  d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 


